
東京電力と早稲田大学による

カーボンニュートラル社会に資する

共同研究と人材育成の展開

1

早稲田大学
2022年12月13日



2

東京電力グループと早稲田大学との連携の意義

総合大学としての総合知の拠点

国内最大のエネルギー事業者

事業

制度技術

カーボンニュートラル
社会実現



東京電力グループと早大のカーボンニュートラル社会研究領域
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東京電力×早稲田大学による
カーボンニュートラル社会実現に向けた多様な共同研究領域への拡大
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出典:東京電力ホールディングス ホームページに加筆

※GI基金:経済産業省グリーンイノベーション基金事業
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CN社会研究プロジェクトの具体的研究領域と将来への展開
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分散協調
制御型EMS
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CN導入時の社会的受容性
・カーボンプライシング／マーケティング
・環境法・法倫理
・脱炭素経営
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CN社会研究プロジェクトのマネジメント体制

社会実装部会研究部会

【役割】
〇CN化ロードマップの進捗確認
〇年度スケジュールの承認
〇部会の活動承認
〇部会からの報告審査
〇計画変更・委員の承認

プロジェクト①

（テーマ案）
・需要予測
・EMS
・ZEB（省エネ・省コスト）
・電力品質 他数件

（テーマ案）
・キャンパスのCN化
・まちづくり（CN化）
・カーボンプライシング
・社会的受容性
・法規制 他数件

プロジェクト②

プロジェクト③

プロジェクト①

プロジェクト②

プロジェクト③

ステアリング
会議

カーボンニュートラル社会
研究教育センター
（WCANS）

経営技術戦略研究所
（TRI)



カーボンニュートラル人材育成・産学連携エコシステムの構築
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カーボンニュートラル社会の早期実現と中核人材の輩出

産学連携早稲田大学
異分野融合教育や
共同研究の推進

東京電力
企業活動の活発化

人
材
育
成

新
事
業
創
出

共同研究を通じた
学生の学び

実装の経験

事業化の難しさ

共同研究における
企業の視点

将来性 採算性

法整備 知財


